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【講評】 

平和首長会議加盟自治体７８％を超える 

      自然再生エネルギーへの取り組みは４０％未満 

 2013 年度の自治体の反核・平和政策アンケートは、例年同様、全自治体

より回答がよせられ、とりわけ京都府・京都市からは丁寧な回答に接し、

担当部局のご協力に感謝いたしております。 
各項目別に見ると、重点施策や被爆者援護、子どもへの施策などはほぼ

例年通りに踏襲されている感があります。広島・長崎への小中学生派遣な

どは、緊縮予算に悩まされているなかにあっても、大切に維持していきた

いものです。平和首長会議への加盟状況は、南山城村がプラスされ、２７

自治体中２１で７８％の加盟率に達し（全国平均加盟率８０％）、加えて宇

治田原町が加盟を検討中というのが到達点です。 
 ところで自然再生エネルギーへの取り組み状況のアンケート結果は注視

されるべきです。設問は（１）自治体としての自然エネルギーへの取り組

み(計画中をふくむ)、（２）太陽光・風力・小水力発電への補助制度の有無

の二項目でしたが、２７自治体中、前者は１０（３７％）、後者は１９（７

０％）の自治体が取り組みをしています。後者（２）は京都全体のすう勢

となりつつありますが、前者（１）はこれからが課題だという感があり、

しかも北部地域へのかたよりが顕著です。このことは北部地域では、宅地

造成などにたよることはできず、自然エネルギーへの取り組みを、地域経

済の振興と連動させようという努力のあらわれと思われます。こうした自

治体への国・府などの支援・助成がいっそう望まれるところです。 



自治体名 担当部署 非核宣言 １、今年度の重点施策は何でしたか。

1 京都府
総務部
総務
調整課

―

「世界人権宣言」の採択から65周年を記念し、人権啓発イメージソング「世界が
一つの家族のように」を制作。6月19日の開庁記念日記念式典で披露するととも
に、α‐ステーションで放送した。さらに、京都ヒューマンフェスタ2013(25.11.3開
催)などを開催した。

2 京丹後市
企画総務
部　　企画
政策課

2006（平成
18）.3.29

・原爆ポスター展を庁舎ロビー内にて開催し、市民へ平和の大切さを訴える機会
を設けた。
・広報誌に広島及び長崎に原子爆弾が投下された時刻、終戦記念日に黙祷を
捧げることを掲載し、世界の恒久平和の啓発活動を行った。

3 伊根町 総務課
1989（昭和
63）. 9.27

特にありません。

4 与謝野町 総務課
2007（平成
19）.3.29

特にありません。

5 宮津市
企画総務
室　　秘書
広報係

1987（昭和
62）. 3.27

近年、毎年8月に広報誌に平和に関する記事を掲載しています。
今年は、「宮津空襲」についてまとめられた市民の手記（一部）を掲載しました。

6 舞鶴市
企画管理
部企画政
策課

1990（平成
2）. 3.24

引き揚げに関する史実の継承
ユネスコ世界記憶遺産登録推進

7 綾部市
企画部
秘書広報
課

―
平和関係団体助成
地球市民のつどい（市民平和祈願のつどい、ポスター・作文コンクール等）
啓発看板、「平和の鐘」施設の改修

8 福知山市
市民人権
環境部　人
権推進室

1987（昭和
62）. 9.25

・8月6日、8月9日及び8月15日に平和祈念式典及び全国戦没者追悼式が執り行
われるのに伴い、本市においても原爆死没者及び戦没者を追悼し、併せて世界
恒久平和の確立を祈念するために、各庁舎において半旗の掲揚と黙とう（庁内
放送による）を実施
・原爆投下日、終戦記念日に合わせて日本非核宣言自治体協議会より寄贈さ
れたパネルの展示会を「ミニミニ原爆展」と称し市庁舎、三和支所ロビー及び市
内人権ふれあいセンター（3館）にて実施。昨年度に引き続き平和市長会議加盟
都市5000突破記念原爆ポスターの一部を展示物に加えまた、「核兵器禁止条
約」の交渉開始等を求める署名ブースを設置。
・8月の人権強調月間にあわせ、市民協働によって企画する、「人にいちばん近
いまちづくり 人権を考える市民のつどい」を、「平和に関する落語で伝えたい想
い『明日ある君へ～知覧特攻物語～』」と題して桂春蝶さんによる講演会を開
催。

9 南丹市
総務部
総務課

2007（平成
19）.12.21

非核・平和に関し重点施策は特に設けていません。

10 京丹波町 総務課
2007（平成
19）.3.23

町ケーブルテレビにおいて、町内在住の方に戦争時代の話を語っていただき自
主放送番組を制作。8月の7日間において延べ42回の放送を行った。

11 亀岡市
企画管理
部　秘書広
報課

2010（平成
22）.8.7

「世界連邦・非核平和宣言都市」として、8月を平和月間と位置づけ、各種の平和
事業を実施（下記のとおり）
・「“ヒロシマ”に学ぶ親子平和の旅」の実施
（原爆被災地・広島で平和の尊さ、大切さを親子で学び考えるため、市内小学生
親子14組28名が7月28日～7月29日に1泊2日で広島を訪問）
・平和のコスモス園事業
（平和の歌「うつくしもの」を通じて、岡山市内の中学校と交流のある本市中学生
が、歌詞に出てくる「コスモス」の種を市内農地に蒔き、平和と友好をPR）
・平和祈念式典の開催
（世界の恒久平和を願い、毎年開催している「平和祭」行事の中心的事業）
・「戦争平和展」の開催
（亀岡市文化資料館展示事業として、戦争にかかわる資料や遺品の実物展示
や、写真パネル展示）
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自治体名 担当部署 非核宣言 １、今年度の重点施策は何でしたか。

12 京都市
総合企画
局　　政策
企画室

1983（昭和
58）. 3.23

　平和の尊さを市民の皆様と見つめ直すとともに，異文化理解，多文化共生社
会の促進を通じて世界平和の実現に寄与することを目的として，（公財）京都市
国際交流協会との共催により，「京都市平和祈念事業」を開催（１１月３日　於：
京都市国際交流会館）した。声楽家として活躍されているチベット出身のバイ
マーヤンジンさんをお招きし，自身の経験談を語っていただく講演を実施した。
　また，平成２５年８月には，８月１５日の終戦記念日を迎えるに当たり，市民の
皆様に世界平和について，今一度考えていただくきっかけとしていただくため，
平和首長会議において，加盟する都市が５０００都市を超えたことを記念し，平
成２４年４月に作成された「ヒロシマ・ナガサキ被爆の実相等に関するポスター」
を市役所正面玄関にて掲示した。（掲示期間８月１日～１５日）

13 向日市
市民生活
部　市民参
画課

1984（昭和
59）. 6.26

向日市民平和と人権のつどい（8/10開催）及び平和パネル展の開催
広島平和祈念式典への市民代表派遣及び平和の折り鶴の奉納
平和書道展の開催

14 長岡京市
企画部
政策推進
課

―

「長岡京市の平和の日（7月19日）」と「いのち輝く平和都市宣言」に基づき取り組
みを実施
・平和を祈る折り鶴の募集
平和フォーラムで平和記念碑に献納する折り鶴を市民から募集
・平和を考える市民フォーラム’13の開催（7月13日）
平和記念碑への献花、小中高生の舞台発表、童話作家あまんきみこ先生と市
長の対談、「ちいちゃんのかげおくり」「大阪に残る戦争の傷跡Ⅰ」の映画上映、
戦時食「すいとん」の試食コーナー、昔のくらしとおやつ体験コーナー、絵本の読
み聞かせ、高校生の平和に関するポスター展示、平和メッセージ「あなたの『平
和のうた』」展示、平和記念碑の掛け軸展示
・戦争と平和に関する図書の展示と貸出（図書館）
・長岡京ガラシャ祭における「ガラシャ平和の祈り」展示（11月1日～10日）
・人権のつどいにおける「平和への取り組み」パネル展示（12月7日予定）

15 大山崎町
総務部
企画財政
課

1995（平成
7）.12.20

・町民に平和の尊さの理解を深めてもらうために原爆の子の像に捧げる「平和
の折り鶴」を募集。
・庁舎1階ロビーにおいて、戦争に関するパネル、戦争・平和に関する絵本を展
示し、啓発活動に努めた。
・本町歴史資料館にて平和のいしずえ展を実施した。

16 宇治市
総務部総
務課

1987（昭和
62）.10. 8

「核兵器廃絶平和都市宣言」の理念のもと、二度と戦争を繰り返さない決意を
もって、核兵器の廃絶と世界の恒久平和を願った各種事業を実施。
① 広島への小・中学生平和訪問団派遣（8/5～8/6）
② 市民平和の集い「未来への決意」（8/10）
　・今年度の平和訪問団員の代表による平和訪問の報告
　・映画「硫黄島からの手紙」の上映
　・平和訪問新聞の展示
③ 平和図書展　市立の３図書館で実施（8/1～8/15）
④ 平和写真展（8/8～8/15）
　　市役所１階ギャラリーコーナーにおいて実施。
　・「サダコと折り鶴ポスター」の展示
　・市内の小・中学生から応募のあった「平和の絵」の展示
⑤平和ロビーコンサート（8/15）
⑥宇治市民平和祈念集会（8/15）
⑦「平和の鐘－祈り－」のカリヨンで、毎正時（午前８時～午後７時）に演奏。別
に、広島（８月６日）、長崎（８月９日）、沖縄（６月23日）の日を設け、当日にそれ
ぞれの市にちなんだ曲を演奏。
⑧・広報紙により、広島・長崎原爆投下の日と、終戦記念日に市民に黙祷を呼び
かける。それぞれの日には「平和の鐘－祈り－」を吹鳴。また、市内の寺院等に
も同日に鐘等の吹鳴を呼びかけている。
　・沖縄慰霊の日に「平和の鐘－祈り－」を吹鳴。
*本市の平和事業は、すべて宇治市平和都市推進協議会（市を含む15団体で構
成）が実施している。
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自治体名 担当部署 非核宣言 １、今年度の重点施策は何でしたか。

17 久御山町

総務部
総務課 1989（昭和

63）. 9. 4

平和の尊さ、戦争の悲惨さを忘れることなく、真の恒久平和を希求し、戦争の惨
禍を再び繰り返さないことを住民とともに誓い、平和の尊さを後世に伝えて平和
な社会を築いていくため、各種平和事業を実施した。
①折鶴作成　6/17～7/16　20,000羽
②平和記念集会・平和の語り　8/15　100人
③原爆写真パネル展　8/15～8/29
④小・中学生広島派遣事業　7/25～7/26　29人
⑤小・中学生広島派遣事業記録展　8/15～8/30
⑥小・中学生平和ポスター募集事業　夏休み期間

18 城陽市
市長公室
秘書課

1986（昭和
61）.12.23

「平和のつどい」を開催し、平和啓発のパネル展示・ビデオ放映・折鶴コーナー
の設置・小中学生広島派遣団昨年度参加者の作文発表（２名）・被爆体験者の
講話を行いました。

19 八幡市

市民部
人権啓発
課

1982（昭和
57）. 9.28

本市の平和推進事業は、市の補助団体である「八幡市非核平和都市推進協議
会（略称：ピース八幡）」と連携を図り平和施策を進めています。
①「平和の折り鶴」事業
市内公共施設（16箇所）に回収かごを設置（7月1日～26日）し、随時回収した「平
和の折り鶴」（平成25年度75,000羽回収）を市役所ロビーに展示。
展示した後、広島市の他、一部長崎市に送付。
②「平和大使報告会」（9/28）に開催
広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式（8/6）に派遣された市内中学生8
名が感じた「ヒロシマ」を報告。同時に「平和コンサート」を開催

20 京田辺市

総務部
総務室 1985（昭和

60）. 7. 1

①京田辺市平和都市推進協議会・京田辺市・京田辺市教育委員会の共催によ
り、平和のつどい、平和展（パネル展示・書道作品の展示等）を行ったほか、平
和図書展、平和映画会や黙祷等も行った。
②京田辺市平和都市推進協議会の主催により、平和を考える小・中学生ひろし
ま訪問事業を実施した。
③京田辺市平和都市推進協議会の主催により、来年3月にこども平和映画会を
実施予定。

21 精華町
総務部
企画調整
課

1987（昭和
62）.12.23

　「精華町平和祭典2013」の開催（主催：精華町平和祭典実行委員会）
絵本の読み聞かせ、アニメ映画の上映、ドキュメンタリーの上映、町立中学校の
平和学習資料の展示、戦争体験談文集などの展示、啓発パネルの展示、かき
氷の無料配布
戦争体験談の記録・保存

22 木津川市
市長公室
人事秘書
課

2007（平成
19）.10.3

非核・平和都市宣言実施自治体として、核兵器の廃絶と世界平和を願い啓発活
動を行う。
8月5日～8月9日まで平和パネル展、8月6日に「戦争体験を聞く会」を開催

23 井手町 総務課
1988（昭和
62）. 3.25

なし

24 宇治田原町 総務課
1989（昭和
63）. 6.28

　本町非核・平和都市宣言（平成元年６月２８日決議・宇治田原町議会／平成元
年１０月２７日告示・宇治田原町）に基づき、核兵器の廃絶と世界の恒久平和を
願った施策を展開。
　平和に対する思いを次代へ繋げていくため、『平和・感謝・希望』を具現化した
「平和の鐘」（町制５０周年を記念に（Ｈ１８）制作）を活用し、平和のつどいを実
施。

25 和束町 総務課
1988（昭和
62）. 6.26

「ヒロシマ・ナガサキ　被爆の実相　ポスター展」を開催。8月1日(木）～8月31日
(土）、庁舎住民ホール

26 笠置町 総務財政課
1988（昭和
62）.12.16

なし

27 南山城村 総務課
1988（昭和
62）. 9.21

特になし
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自治体名
２、非核・平和施策
に関する予算はい
くらでしたか。

３、被爆者援護施策はど
のように実施されました
か。

４、子どもたちへの平和教育施策をどのように実施されま
したか。

1 京都府
非核・平和施策分と
して分類していない
ため総額は不明。

原爆被爆者の援護につき
ましては、法に基づき健康
診断の実施や各種手当て
を支給するとともに、府独
自措置として、人間ドック
の実施や年末見舞金を支
給している。また、府営住
宅の優先入居や府税(個
人事業税)の減免制度も
実施している。

・子どもたちへの平和教育施策については、府内の小・中
学校では学習指導要領に基づき、平和に関する学習を社
会科、道徳等の時間に行っている。
・小学校は平成23年度から、中学校は平成24年度から現
行の学習指導要領がスタートし、社会科では国際社会に
生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な
公民的資質の基礎を養うことを目標に指導を行っている。
なお、教科書のページ数が全体的に増加したことに伴い、
平和関係の記載も増加した。
・平和教材を充実させる工夫としては、府立図書館を中心
として、各公立図書館が連携して関連図書をセットにして
貸し出すという仕組みがあり、修学旅行の事前学習など
平和関係の学びの際にも、子どもたちが様々な教材を最
寄りの公立図書館で手に入れることが可能である。

2 京丹後市
972,000円　　（戦没
者追悼式事業）

特になし
学校教育の授業において、「国語科」「社会科」「道徳教
育」「総合的な学習の時間」や「人権教育」などの中で行っ
ている。

3 伊根町 ありません。 特にありません。 特にありません。

4 与謝野町 ありません。 ありません。 特にありません。

5 宮津市
105,000円（戦没者
追悼式）

特に実施していません。 特別な施策は実施していません。

6 舞鶴市 82,233,000円 原爆被災者見舞金の支給

・引揚の史実の次世代への継承事業として、市内全小学
校の６年生をふるさと学習として受け入れた。また、来館
前に、学芸員による事前学習（戦争や引揚など）を実施し
ている。

7 綾部市 5,361,000円 市単独では特になし
平和と環境をテーマにした世界連邦推進ポスター・作文コ
ンクールを小・中学生対象に実施

8 福知山市 1,601,000円

・「原子爆弾被曝者に対す
る援護に関する法律」の
規定に基づき、各種証明
書等の手数料を本市の手
数料条例で定め、手数料
を徴収しない。
・京都府作成の「原爆被害
者のしおり」に基づき、市
町村にできる各種申請手
続きに関する事務を実
施。
・社団法人京都府原爆被
災者の会福知山支部に対
して、活動補助金の助成。

・広島（中学生）、長崎・沖縄（高校生）にて現地派遣学習
を実施。現地学習の前段として、事前学習を行った。現地
学習後は、地元のFM放送での報告や成果物を作成し、
報告会、パネル展示等の啓発活動を実施した。
・市立図書館中央館・各分館においては、平和や戦争へ
の理解を深めていただけるように、「平和の大切さ・戦争
の悲惨さ」についての図書を購入するとともに、毎年8月に
は特設コーナーを設けて、「平和と戦争」についての図書
を多数展示し、児童生徒をはじめ、市民のみなさまに「平
和」について考えていただける取り組みを行っています。

9 南丹市
非核・平和に特化し
た予算は計上して
いません。

従来から実施している法
令等に示される範囲内の
施策を設けています。

本年度、南丹市日吉町郷土資料館において、夏休み期間
中「戦争と南丹市～遺された記憶から～」と題した展示を
行い、中学生以下無料として、戦争が当時この地域のくら
しに与えた影響について考えてもらう機会を提供しまし
た。

10 京丹波町 なし 特に実施していません。
従前と同様に小学校及び中学校において、社会科の授業
の中で、戦争体験者から話を伺ったりする中で、平和につ
いて学習しております。
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自治体名
２、非核・平和施策
に関する予算はい
くらでしたか。

３、被爆者援護施策はど
のように実施されました
か。

４、子どもたちへの平和教育施策をどのように実施されま
したか。

11 亀岡市
平和推進事業経費
として
1,037,000円

特になし

・｢“ヒロシマ”に学ぶ親子平和の旅」の実施
・平和のコスモス園事業の実施
・平和祈念式典の開催
・｢戦争平和展｣の開催
・「平和・人権ビデオ鑑賞会」の開催（ビデオ鑑賞会、読み
聞かせ等を実施）

12 京都市

本市は，平和を都
市の理念として位
置付け，市政の
様々な分野におい
て，平和に関する
取組を行っていると
ころであり，非核・
平和施策に関する
予算としての積算
は行っていない。

被爆者に対する本市独自
の援護施策として，市営
交通の運賃の減免，市民
税の減免，国民健康保険
料の減免，市営住宅の優
先入居等を行っている。

○　平和関連図書コーナーの設置
　京都市図書館全館において，８月に平和関連図書の
コーナーを設置し，図書の展示及び貸出を実施した。
○　学校における平和教育の取組
　学習指導要領を踏まえ，社会科，道徳の時間等を通じ
て，国際社会に生きる民主的，平和的国家・社会の形成
者として必要な公民的資質の基礎を養うための教育活動
を行った。

13 向日市 981,000円
向日市原爆被災者の会の
活動に補助金を支給

・広島平和祈念式典への市民代表の対象を市内在住の
親子とし、2組の親子を派遣した。
・市内の小学4年生を対象に平和を題材とした書道作品の
募集を行い、表彰ならびに展示を行った。
・市内の公立保育所園児を対象に平和の祈り鶴を作成し
てもらった。

14 長岡京市 986,000円
原爆被災者団体への補助
金支出等

・平和を祈る折り鶴への参加
小学生、中学生、高等学校生徒による折り鶴作成
・平和を考える平和フォーラムへの参加
小学生の学習発表、中学生の吹奏楽演奏と平和メッセー
ジ作成、高校生の演劇発表・平和に関するポスターの展
示・平和メッセージ作成
・小学生社会科副読本による市内戦災の伝承（市ホーム
ページに掲載）
http://www.city.nagaokakyo.lg.jp/0000001633.html

15 大山崎町
313,000円　　　（原
爆被災者の会補助
金を含む）

・原爆被災者の会に補助
金を交付　　　　　　（予算
35,000円）

・小学生以上の町民に対し、広島市平和記念式典派遣事
業への参加を募り、子どもたちが平和について学ぶ機会
を提供した。
・戦争・平和に関する絵本をパネル展とあわせて展示し
た。
・「原爆の子の像」に捧げる「平和の折り鶴」を町内の保育
所、幼稚園、小中学校で折ってもらった。

16 宇治市

宇治市平和都市推
進協議会への補助
金
3,764,000円

京都府原爆被災者の会宇
治支部に対し、団体運営
費に対する補助金を支出
している。
（平成25年度　補助金
100,000円）
（担当部署：健康福祉部
地域福祉室　地域福祉
課）

① 小・中学生平和訪問団派遣事業として、今年度は広島
県を訪問。
被爆体験講話を聴講した他、広島平和記念資料館や呉
市海事歴史科学館大和ミュージアムの見学、原爆の子へ
の千羽鶴の奉納、8月6日の平和記念式典に参列した。
訪問後に実施の事後研修会では、広島訪問新聞を班毎
に作成し、学習成果を互いに発表した。
また、8月10日開催の市民平和の集いにおいて、今回の
平和訪問団員の代表による平和訪問の報告を行った他、
事後研修会で作成した広島訪問新聞を展示した。
　団員の感想文を文集として平成25年11月頃に発行予
定。市内小・中学校に平和教育に活用してもらうよう配布
する。
② 市内の小・中学生を対象に「平和の絵」を募集。
　子どもたちに平和のイメージや、平和への願いを絵で表
現してもらうことで、平和について考える機会として実施し
た。応募作品は平和写真展で展示した他、１点を平和訪
問団感想文集の表紙に採用する。
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自治体名
２、非核・平和施策
に関する予算はい
くらでしたか。

３、被爆者援護施策はど
のように実施されました
か。

４、子どもたちへの平和教育施策をどのように実施されま
したか。

17 久御山町 1,179,000円 なし 左記１の④～⑥を中心に①②にも参加

18 城陽市

146,9000円
※平和に関する予
算については、「永
遠の希い」印刷を2
年毎に一括印刷し
ているため、予算額
が毎年変動しま
す。（平成25年度印
刷）

「京都府原爆被災者の会
城陽支部」に対し、補助金
を交付しました。

「平和のつどい」
戦争の恐ろしさ、平和の尊さ等、平和の大切さを市民に呼
びかけるべく、文化パルク城陽において平和のつどい（平
和啓発のパネル展示・ビデオ放映・折鶴コーナー・小中学
生広島派遣団昨年度参加者の作文発表（２名）・被爆体
験者の講話）を実施しました。
「平和のための小中学生広島派遣団」
小中学生を対象として、原爆の恐ろしさや平和の尊さにつ
いての平和学習をするため、広島に派遣し、被爆体験者
講話の受講、平和記念資料館、平和祈念館、原爆ドーム
等を見学しました。そして「平和のつどい」で集まった折鶴
と、派遣団が持ち寄った折鶴を「原爆の子の像」に捧げま
した。
また、小中学生広島派遣団の感想文を文集にして市内各
小中学校、城陽市図書館、コミュニティセンター図書室に
設置します。
「永遠の希い」
戦争体験記「永遠の希い」を市内中学生の卒業時に各生
徒に配布するとともに、同記を発刊以来図書館、教育施
設などにも配置し、戦争の悲惨さ、愚かさ、生命の大切さ
についての啓発をしています。

19 八幡市 800,000円 特に実施していません。

①市内中学生8名による広島平和祈念式典等への参加
（8/5・8/6）。
事前学習会の開催、広島平和記念資料館等の見学、市
民から託された「平和の折り鶴」を原爆の子の像に奉納、
語り部さんから被爆体験談を聞く等平和研修を実施。
②平和大使写真展を実施。
（8月26日～8月30日八幡市役所ロビー）
（8月31日～9月3日文化センターミニギャラリー）
（9月4日～9月11日生涯学習センターミニギャラリー）

20 京田辺市

京田辺市平和都市
推進協議会への補
助金
1,600,000円

特に実施していません。

① 小・中学生の児童・生徒から「平和」をテーマにした書
道作品を募集し、平和展で展示した。
② 平和を考える小・中学生ひろしま訪問事業を実施した。
③ こども平和映画会を実施予定。

21 精華町

精華町平和祭典実
行委員会への町負
担金100,000円
戦争体験談記録作
成業務委託100,000
円

特になし。

町内教育機関（幼稚園や保育所、小学校、中学校）を通じ
て子どもたちへ「精華町平和祭典2013」を案内し、主に、
絵本の読み聞かせは幼児を対象に、アニメ映画の上映は
小学生を対象に、啓発パネルの展示は中学生を対象に
行った。

22 木津川市 なし なし
市内3カ所の図書館において平和関連の図書の展示。
また、学校教育の社会科において平和学習。

23 井手町 なし なし
施策としては行っていないが、修学旅行の一環としての平
和教育等を実施。
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自治体名
２、非核・平和施策
に関する予算はい
くらでしたか。

３、被爆者援護施策はど
のように実施されました
か。

４、子どもたちへの平和教育施策をどのように実施されま
したか。

24 宇治田原町

本町非核平和都市
推進協議会への助
成。
900,000円

　被爆者や被爆地の実相
を知り、平和の大切さや命
の重さ・尊さを学ぶこと
が、被爆者援護の第一歩
であると考え、被爆地であ
る広島市や長崎市に児
童・生徒を派遣。現地での
学習で学んだことや感じた
こと、また考えたことを発
表会や広報紙面を通じ
て、地域住民に広く伝える
などの事業を展開。

・児童・生徒を広島市に派遣する「広島平和体験学習」
や、中学生４名を本町特使として長崎市へ派遣する「平和
友好特使派遣事業」を実施。長崎市内では、現地中学校
での平和祈念集会に参加し、平和を通じた交流を行うな
ど幅広い平和学習を展開。
・学習の成果を、広報紙に掲載するとともに、世代を越え
て平和について考える場である「平和のつどい」で発表。
・児童・生徒及び一般から募集した平和に関する書道・絵
画等作品を、文化センターに展示。

25 和束町
戦没者追悼式費用
として259千円を予
算計上

特に実施していません。 学校教育の中で平和等について学習しています。

26 笠置町 なし なし
特段の施策としてはないが、学校教育の中で平和につい
て学習している。

27 南山城村 特になし 特になし
特別な平和教育は行っていないが、小中学校において随
時平和学習を行っている。
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自治体名
５、平和市長会議にま
だ加盟されていない自
治体にお尋ねします。

６、原発に替わるエネルギーと期待されている
自然エネルギーについてお尋ねします。
　①自治体として自然エネルギーへの取り組
みを設けていますか。

　②太陽光、風力、小水力発電機などの設置補
助制度を設けていますか。

1 京都府 ロ、まだ決めていない

イ、 立案し実施しつつある
・京都府では、東日本大震災を契機に、我が
国のエネルギー政策が大きな転換期を迎えて
いる中、府民生活の安心安全を守り、経済活
動の維持発展を図るため、地球温暖化など環
境と経済の両方の視点を踏まえたエネルギー
政策の方向性と展開方策を明らかにする「京
都エコ・エネルギー戦略」を平成25年5月に策
定した。
・この戦略の「5つの基本方針」の一つに、「再
生可能エネルギーの最大限の導入拡大」を掲
げ、特に太陽光発電の普及を重点的に推進
することとしている。
・具体的な施策展開としては、固定価格買取
制度を活用した住宅用及び非住宅用の太陽
光発電導入への支援や、再生可能エネル
ギー普及に関する啓発、環境学習の推進、府
施設への率先導入などに取り組んでいるとこ
ろ。
・また、太陽光発電以外についても、地域の特
色を生かした小水力発電やバイオマス資源の
利活用などに取り組むこととしている。

イ、 すでにある
・非住宅用について、今年度から開始した「府民
力活用プチ・ソーラー発電支援事業」において、
条件不利地における太陽光発電設備の導入に
対して、改善費用の一部を補助(上限100万円)す
る制度を設けている。

(参考)
・京都府では、住宅用太陽光発電設備等の設置
にあたっては、年利0.5%という全国トップの低利で
350万円まで融資する「スマート・エコハウス促進
融資制度」を設けている。

2 京丹後市 （2012年12月加盟）
イ、 立案し実施しつつある
太陽光発電所整備

イ、 すでにある
薪ストーブ・木質ペレットストーブ

3 伊根町 ロ　まだ決めていない 二　未定 ハ　未定

4 与謝野町 （2011年7月加盟）
イ、 立案し実施しつつある
木質バイオマスボイラ設置事業

ハ　未定

5 宮津市 （2010年2月加盟）

イ、 立案し実施しつつある
・竹から粉を製造し、ガス化して発電する取組
・し尿のメタン発酵で発生するガスを発電に使
う取組（試行を含む）

イ、 すでにある
住宅用太陽光発電システムを設置した方に対し
て、設置費用の一部を補助する（上限：市内業者
施工⇒20万円、市外〃⇒12万円）

6 舞鶴市 （2012年4月加盟）

ホ、その他
今年度から「新エネルギー導入調査事業」に
取り組み、地域の特性に応じた再生可能エネ
ルギーについて検討をはじめたところであり、
本年度は洋上風力発電及び小水力発電につ
いて調査・研究を行う予定としている。

イ、 すでにある
住宅用太陽光発電システム設置費補助金

7 綾部市 （2010年5月加盟） 既に右記の補助制度を運用している
イ、 既にある
住宅用太陽光発電システムの設置費用の一部を
補助

8 福知山市 （2010年12月加盟）
ハ、立案する予定である
※平成25年度内に再生可能エネルギー活用
プランを策定予定

イ、 すでにある
※平成22年度から住宅用太陽光発電システム設
置に対して補助
補助単価　20,000円/kw、上限100,000円

9 南丹市 ロ、まだ決めていない 二、未定 ハ、未定

10 京丹波町 （2009年6月加盟） 二　未定

イ、すでにある　「京丹波町住宅用太陽光発電シ
ステム設置費補助金交付要綱」（平成22年4月1
日施行）住宅用太陽光発電システムを設置する
者に対して、出力1ｋW当たり3万円に対象システ
ムの最大出力を乗じて得た額を補助。（補助限度
額：12万円）

11 亀岡市 （2010年4月加盟）

イ、 立案し実施しつつある
太陽光発電を、市民との協働による4MV、公
共施設への導入で1MV、合計で太陽光利用
活動を5MVとする「亀岡・サンパワープロジェ
クト5MV」の実現に向けて取り組んでいます。

イ、 すでにある
住宅用太陽光発電システム設置事業補助制度を
設けています。太陽光発電1KWあたり1万5千円
（6万円を上限）を補助しています。

9



自治体名
５、平和市長会議にま
だ加盟されていない自
治体にお尋ねします。

６、原発に替わるエネルギーと期待されている
自然エネルギーについてお尋ねします。
　①自治体として自然エネルギーへの取り組
みを設けていますか。

　②太陽光、風力、小水力発電機などの設置補
助制度を設けていますか。

12 京都市 （2009年3月加盟）

イ、 立案し実施しつつある
○ 住宅用太陽エネルギー利用設備の設置助
成の実施
○ 京都市市民協働発電制度の実施
○ 大規模太陽光発電所の誘致等の実施
○ 特定建築物への再生可能エネルギー利用
設備設置の義務化　　など

イ、 すでにある
○ 平成25年度住宅用太陽エネルギー利用設備
設置助成制度
・住宅や集会所の「太陽光発電ｼｽﾃﾑ」、「蓄電ｼｽ
ﾃﾑ」及び「太陽熱利用ｼｽﾃﾑ」の設置助成。
【助成額】
①太陽光発電システム：最大出力1kW当たり2万
円（上限4kWまで）
②蓄電システム：蓄電容量1kWh当たり5万円（上
限6kWhまで）
③太陽熱利用ｼｽﾃﾑ：ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ　1件当たり10
万円　　太陽熱温水器　1件当たり5万円
【申請期間】平成25年4月1日[月]～26年2月28日
[金]

13 向日市 （2009年8月加盟） 二、未定 ハ、未定

14 長岡京市 （2009年7月加盟）
二、未定
※住宅用太陽光発電システム設置補助につ
いては以下の設問②のとおり実施している。

イ、 すでにある
住宅用太陽光発電システム設置補助金

15 大山崎町 （2009年8月加盟） ニ、未定
イ、 すでにある
大山崎町住宅用太陽光発電システム設置補助
金

16 宇治市 （2008年3月加盟）

ニ、未定
（担当部署：市民環境部　環境政策室　環境
企画課）

イ、 すでにある
住宅太陽光発電ｼｽﾃﾑの設置費用の一部を補助
する。
（担当部署：市民環境部環境政策室環境企画課）

17 久御山町 （2009年11月加盟） 未定

イ、 すでにある
町内に自ら居住する住宅に対象システムを新た
に設置した個人に対して、1kwあたり3万円（1000
円未満切り捨て）。上限10万円。
町内の事業所に対象システムを新たに設置した
中小企業者に対して、1kwあたり3万円（1000円未
満切り捨て）。上限30万円。

18 城陽市 （2010年6月加盟）

イ、 立案し実施しつつある
・住宅用太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置補助金の交付
・公共施設への太陽光発電ｼｽﾃﾑの設置（6施
設）　・公共施設への太陽熱利用ｼｽﾃﾑの設置
（2施設）　・LEDソーラーライトの設置（21基）

イ、 すでにある
・住宅用太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置補助金
【平成25年度事業内容】
要綱に定める要件を満たす市民に対し、システム
の規模1kWあたり20，000円（上限80，000円）を交
付する。

19 八幡市 現時点では加盟しない 二、未定

イ、 すでにある
八幡市住宅用太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置補助金交付
要綱：八幡市住宅用太陽光発電システム設置補
助金交付要綱に基づき、地球温暖化防止を推進
し、太陽光エネルギーを利用した発電システムの
普及の区域内において住宅用太陽光発電システ
ムを設置する個人に対して、設置費用の一部を
助成するものです。

20 京田辺市 （2011年7月加盟） ニ、未定
イ、 すでにある
住宅用太陽光発電システム設置補助金

21 精華町 （2010年5月加盟） 二、未定

イ、すでにある
京都府主導の「けいはんな次世代エネルギー・社
会システム実証プロジェクト」に合わせて、電気自
動車購入補助を実施

22 木津川市 （2010年6月加盟） ニ、未定 ハ、未定

23 井手町 （2013年4月加盟） ニ、未定
イ、 すでにある
太陽光発電設置に対する補助金

24 宇治田原町
イ、加盟を検討してい
る

イ、 立案し実施しつつある
太陽光発電システム設置補助、薪・木質ﾍﾟﾚｯﾄ
ｽﾄｰﾌﾞ設置補助、小水力発電設備設置

イ、 すでにある
太陽光＝１ｋｗあたり２万円（上限６万円）を補助。
薪・木質ペレットストーブ＝対象経費の１／３以内
（上限１５万円）を補助

25 和束町 （2011年3月加盟） 二　未定 ハ　未定

26 笠置町 ロ、まだ決めていない ニ、未定 ハ　未定

27 南山城村 （2013年11月加盟） 二、未定 ハ、未定
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自治体名
７、当会が、今春５月から「非核平和自治体向情報誌NO NUKES』」をお届けしていますが、これについ
てお伺いします。

1 京都府

ロ、参考になる
非核平和自治体向け情報誌『ＮＯ　ＮＵＫＥＳ』については、今年度5月から新たに作成されており、他の
自治体における注目すべき取り組みなどが紹介されているが、府内各市町村における脱原発に向けて
の自然再生エネルギーの推進や、地域経済の活性化に向けた取り組みなどを知ることができ、参考に
なった。

2 京丹後市 ハ、どちらとも言えない

3 伊根町 ロ、参考になる

4 与謝野町 ロ　参考になる

5 宮津市 ロ、参考になる　本市の取組も掲載いただいておりますが、各市町の状況がわかり、参考になります。

6 舞鶴市 ハ、どちらとも言えない

7 綾部市 ハ、どちらとも言えない

8 福知山市 ロ、参考になる

9 南丹市 ハ、どちらとも言えない

10 京丹波町 ロ、参考になる

11 亀岡市 ロ、参考になる

12 京都市 イ、大変参考になる

13 向日市 ロ、参考になる

14 長岡京市 ハ、どちらとも言えない

15 大山崎町 ロ、参考になる

16 宇治市 ロ、参考になる

17 久御山町 ロ、参考になる

18 城陽市 ハ、どちらとも言えない

19 八幡市 特になし

20 京田辺市 ロ、参考になる　　　各自治体の平和施策

21 精華町 ハ、どちらとも言えない

22 木津川市 ロ、参考になる

23 井手町 ハ、どちらとも言えない

24 宇治田原町 ロ、参考になる

25 和束町 ロ　参考になる

26 笠置町 ロ、参考になる

27 南山城村 ロ、参考になる

福知山市
・各国の核実験（臨界前核実験を含む）の実施に対し、実施国の大使館宛に抗議文を送付。
(1) 米国が平成25年4月から6月の間に新型の核性能実験を1回実施したことに対して市長、市議会議長の連名で抗議
(2) 米国が平成25年7月から9月の間に新型の核性能実験を1回実施したことに対して市長、市議会議長の連名で抗議
・日本非核宣言自治体協議会主催の親子記者事業募集について、地元新聞、市広報紙に掲載。
・広報ふくちやま（市広報紙）に「長崎平和学習の旅」、「沖縄人権文化体験研修」、「広島平和行動」報告記事の掲載。
・2013年原水爆禁止国民平和大行進への対応
(1) 市長による激励のメッセージ分の読み上げ、手渡し
(2) 要望書に関する回答書、市長名を記入したペナントの手渡し
(3) 行進実行委員会との懇談
・市民による原爆展事業への後援

向日市
平成25年8月21日、米国の核の性能を調べる実験に対し、在本邦アメリカ合衆国大使館に市長・議長連名の抗議文を送付。
広島の原爆投下日に原爆犠牲者の霊を慰め、世界の恒久平和を願い、1分間の黙祷を行った。
向日市文化資料館において「くらしのなかの戦争展」を開催。
平和啓発ビデオの貸し出し。
図書館において、8月に平和に関する本の紹介を行った。

追記：設問以外に寄せられた回答
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